平成２８年度鶴岡市水産振興協議会　会議録
○日　　　時　　平成２８年１０月３１日（月）午後１時３０分
○会　　　場　　由良コミュニティセンター
○委員出席者　　鶴岡市水産振興協議会委員１２名
○市側出席者　　事務局７名

（午後１時３０分　開会）

１　開会

２　あいさつ（農林水産部長）
　今年度より農林水産部長に就任した渡邊です。本日はご出席いただきありがとうございます。
皆さまご存じのとおり、９月１０日、１１日には全国豊かな海づくり大会が山形県で開催されました。心配していたお天気にも恵まれ、成功のうちに大会を終えることができました。改めまして感謝申し上げます。この大会で高まった庄内浜への関心、機運を今後の水産振興に活かしていきたいと考えております。

現在、庄内浜の魚は東京で５割、地元庄内で４割、内陸で１割消費されておりますが、今後は特に内陸での消費拡大を図っていこうと各種政策に取り組んでいるところです。また、本市では平成２６年１２月にユネスコ創造都市に認定されており、これを契機に鶴岡市の豊かな食を国内外を問わずＰＲして誘客に努めたいと考えております。
さらに、今年度から農林水産省では、地域の食と農林水産業を核として訪日外国人を中心とした観光客の誘致を図る地域での取組を「食と農の景勝地」として認定するという事業を行っております。本市はこの認定に向けて準備を進めているところであり、認定されれば国外に向けて外国人旅行者の観光ルートとして情報発信され、海外からの観光客も増加するものと考えております。

そのためにも今後は水産物の安定供給、加工品の開発が課題となりますが、体制の整備、更なる開発を行っていき、庄内浜の魚の消費拡大、水産の振興に繋げていきたいと考えております。

　本日は忌憚のないご意見を頂戴したいと存じます。よろしくお願いいたします。
３　会長、副会長の選出
　　互選により、会長に山形県漁業協同組合　代表　理事組合長　五十嵐安哉氏、副会長に赤川漁業協同組合　代表理事組合長　黒井晃氏が選出された。
４　報告
報告事項１、２、３、４について事務局より説明
（会長）ただいまの事務局からの報告を踏まえ、各委員からのご意見を頂きたいと思います。
では、まず私から港湾所長に。鼠ヶ関港に関して、海づくり大会前に砕氷機付近を直すよう要望していたが、直らなかった。

（委員）要望は重々承知していたが、予算の都合上難しかった。ご理解いただきたい。
（委員）五十川の河口について。消波ブロックに砂がたまっている。水深が浅く、岩盤が狭くなっていることが、サケの遡上にどのように影響するか、今度研究機関が来て調査する予定ではあるが、岩盤を掘削するような事業はないものか。
（事務局）管理が河川砂防課となるが、今度調査機関が入るときは庄内支庁水産振興課が仲立ちして、河川砂防課にも立ち会ってもらえばいかがか。
（委員）以前は補助事業があったが、現在はない。いずれにしても、現場を確認するようにする。
４　意見交換
　　平成２９年度の水産振興について事務局から説明　
（委員長）
　ただいまの事務局からの報告を踏まえ、各委員からのご意見を頂きたいと思います。
（委員）トラフグは今後も継続放流していくのか。商品として将来性、価値があると検証済みということか。
（会長）今のところは継続して放流していく予定。これから小さい船が漁獲対象としているが、やはり近年水揚げがよい。しかし、あまり放流するのもよくないとも聞くが。

（事務局）会長が今おっしゃったとおり、冬期間のはえ縄の貴重な対象魚種であること、天敵がいないため放流効果が高いことも確認できておりメリットも多いことから、今後も放流していくことにしている。なお、放流適数については今後も検証必要と考えている。
（委員）トラフグ放流が開始されてからまだ年数が経っていないため、十分なデータが集まっていない。様子をみながらやっていく事になる。
（委員）私もこれまで様々なイベントを行ってきたが、最近庄内の保健所の指導が厳しくて、もうイベントをやめようというところまで来ている。なぜこんなに厳しいのか。このままだと続けてきたイベント、伝統が途切れてしまう。どうにかならないのか。
（事務局）これについては、内陸よりも庄内が厳しいという話が耳に入ってきているが、実際にどのような指導をしているのかわからない部分があるので、そこをお話を聞きながら、必要によっては保健所に申し入れする必要があると思う。
（会長）（漁協の移動販売車）海丸については保健所の指導で扉を観音開きにしないといけないとの事で改修した。魚販売については、台にのせた時点で箱にふたをかけろという指導。ふたをしたら買う人から魚が見える訳がない。そのあたりも魚の売上に響いていると思う。一方では水産物を使ったイベントをたくさんするように言い、一方ではやりづらくしているのは、おかしいのではないか。これについては漁協始め、鶴岡市、庄内支庁など、関係各所で対応していきたいと思うのでよろしくお願いします。
（事務局）わかりました。
（委員）加茂港について、現在緑地公園の整備を検討している。加茂水産高校の裏手になるので、ぜひ活用した地域活性化、水産振興の取り組みを考えていただきたい。また、来年８月２日に、県内初めての外国船が寄港する。船会社や観光関係者が乗る予定で、日本人と外国人が半々の割合で１隻に2,000～3,000人の人が乗船する。水族館や羽黒山を視察する予定。近年は大手のお土産屋さんより、地元の方と会話を楽しみながらの買い物を好む方が多いので加茂水産高校の製品などを高校生が売ったり、地元青年部、女性部の方がお土産を売ったりするのはすごくいいＰＲだと思う。また、バスを第二駐車場で降り、街中を歩いてくることになると思うので、その途中で緑地公園に寄ったり、露店を楽しんだり、地域全体が連携した活性化が可能であると思う。
（事務局）観光客の誘客強化については、企画部、観光物産課を中心に策を練っていかなければと思っております。皆さまからアイデアがあればお聞きしたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
（委員）イワガキの不漁について。近年身入りが悪く、値段がつかないことがある。イワガキの魚礁を入れてもらったり対処はしてもらっているが、カキを獲った後の事をみんな心配している。魚礁に稚貝がまたつくのか。つかなければせっかくの魚礁が無駄になってしまう。岩盤清掃が有効と以前聞いたが、磯見漁師が船上から行うのは難しい。そこについて、行政としてはどう考えているか。
（事務局）これまで、鼠ヶ関と由良で潜水による清掃については効果ありと検証している。磯見の船からの清掃は中々難しいとは聞いており、魚礁を船上に引き上げて清掃後再設置する方法でやれないか検討中である。県では船上からチェーンで削り取って清掃する方法も検討しているようだ。

（委員）水産試験場では冬季の波浪を利用して、費用をかけずに効果を上げる方法を検討しているところです。
（委員）庄内総合支庁では、イワガキを付着させるブロックを小さくして、それごと引上げる試みを去年から鼠ヶ関で行っています。いい成果がでればと思います。
（委員）磯見や潜水漁師にとって夏場のイワカキは貴重な収入源なので、今後も検討をよろしくお願いします。
（委員）９月にグループリーダー研修会で東京に行ってきました。そこで水産庁の会長さん、次期開催県の福岡の女性部長さんから海づくり大会についてお褒めの言葉を頂いてきました。特に婦人部の部長さんからは「山形の海づくり大会は本当によかった。魚種が豊富で何を食べてもおいしく、景観もよかった。素晴らしい大会になったのは山形県の皆さんが協力してやった結果だと思う。来年は福岡県も頑張ってやります」と言われました。機会があったらみなさんに伝えてくださいと言われましたので、この場をお借りしてお話させていただきました。
（会長）ありがとうございます。私もどこにいってもほめられることの多い大会でした。

（事務局）それでは、最後に赤川漁協の黒井さんから何かありますか。

（黒井副会長）海づくり大会の成功は明るいニュースだが、内水面についてはあまり喜ばしいことのない一年でした。原因は河川環境の悪化で魚が産卵する場所が減少していることが一つ、もう一つはサクマラスの放流についてです。というのも、他の孵化場で孵化させたサクラマスと赤川のサクラマスは少し違う印象を受けましたので、赤川を遡上した親サクラマスから採卵して放流しないと、赤川のサクマラマスがいなくなってしまうのではと危機感を持ちました。これについては県と相談しながら取り組んでいきたいと思います。アユも難しい状況です。これも、河川の悪化が原因と考えています。５０年、１００年かけて環境が変わってきたものを１年、２年で復活するというわけにはいかないと思いますので、復旧にも５０年、１００年かける気持ちで取り組んでいかないといけないと思います。
　サクラマスは川と海を行き来しますので、何とかみんなで協力していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
（事務局）河川環境ついては管理者と時間をかけて進めていくしかないとは思いますが、放流については長期的な視野で行うことが必要。零細な組合も多くなってきている現状で、内水面がうまくいかないと海面にも影響があるので、川、海の垣根を超えて協力する必要があると考えます。
（午後３時　閉会）
